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貝塚市出土の瓦器編年試案
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1.は じ め に

瓦器坑研究において、資料を統計的に分析し、議論しようとす る試みは、1961年 、稲垣

晋也による編年研究(1961)に は じまる(註1)。 以来、白石太一郎(1969,1975,1977)

が 瓦器境 の生産 と流通について論を進め(註2)、 さらに橋本久和が瓦器婉 の地域色 と分

布圏(1980a)を 提示 し(註.3)、 樋口吉文(1978)、 尾上実(1978,1983)、 鈴木秀典(19

82)らが、それぞれ畿内各地域における瓦器境の編年研究の成果 を発表 している(註4)。

編年研究は、当初か ら、瓦器坑の形態 と調整との差異を結びつけて論じようという方向

を目指 していた。それは、法量の矮小化 とヘラ ミガキ調整の粗略化が瓦器境の型式変化に

一貫してみ られる傾向であると考えられたか らである。 また、畿内を中心 とする中世遺跡

において、多量かつ、普遍的にみられる瓦器婉の編年研究を先学が志向したことは、とり

わけ遅れていた中世の遺構 ・遺物の研究に対 し、考古学的立場か ら先駆的な役割を担った

ものであった。

本稿においては、貝塚市域出土の資料 を取 り扱い編年 を試みることとするが、それは、

貝塚市王子遺跡発掘調査(1986)(註5)で の 検出遺構の時期推定および、遺構の変遷 を

追うための一手段であ り、また、一地方一地域の 日常雑器類 を通 して中世社会の様相を考

えるための基礎作業である。

2.分 析資料 と分析

本稿 で取 り扱 う資料 は、貝塚 市域 に所 在す る遺 跡の中 で、沢所在の澱 池遺跡(1984)、 沢

城跡(1986)、 地 蔵堂 お よび王子 所在の王子 遺跡(1986)の 出 土遺物・の うち、320点 に つ い

てであ る(註6)。 遺 物の 内訳 は、瓦器X131点 、 瓦器小皿62点 、土師器小 皿102点 、 土師

器 大皿25点 であ る。

貝塚 市域 で主に 出土 す る瓦器境 は、橋本 久和(1980a)が 称 す る和 泉型にあた る。瓦器
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境 の編年方法は、先学の諸編年 と同様、口径 ・器高 ・高台径の縮小化 とヘ ラ ミガキ調整の

差異で変化の流れを追 うものである。一方、瓦器小皿,土 師器小皿 ・大皿の型式変化は顕

董灘 慎濃:瑟鷲講嚢鬢;鷺掣驚 羃葦鬻縱 二餐
い。しか しながら、橋本久和(1980b)は 、瓦器椀 との共伴において、土師器皿に対 して

も、口径 ・器高の分析 を行いうる見通しを得ている(註7)。 そして、本稿においても、総

資料に対する口径 ・器高の分析は重要 な位置を占めるものであ り、今回5mm毎 の間隔で階

級設定を試みた(表1)。 瓦器小皿,土 師器小皿 ・大皿は、この階級差 ど瓦器坑 との 共伴

例 をもとにして編年を試みることにした。

なお、時期区分および、その実年代観については、同じ和泉型瓦器椀の編年 を試みてい

る鈴木秀典(1982)に 基づ くものとした。(註8)。

3.分 析結果

1期

現 在 、 貝塚市域 での 出土例 はない。大 阪市長 原遺跡 出土例(1982)に よ ると、外面 は4

～5分 割 の規 則性 をもつヘ ラ ミガキ(波 状 ミガキ)・が施 され 、 ミガキ調整 以前にヘ ラ ケズ

りが施 され る。内面は 、規 則性 を もつヘ ラ ミガキが 全体に緻 密 に施 される。 口径 ・器 高 ・

高 台径 につ いて概 観 してみ る と、口径15.5--16.5cm、 器 高6.1～6.5cm、 高 台径6.6～8.Ocm

の 問 に分布 し、特 に 、器高 ・高台径 に関 しては他 の時期 に類 をみ ない もので ある。

II-1期

現 在、 貝塚 市域 での 出土例 は ない。大阪市長 原遺 跡出土例(1982)に よ る と、.外面 は波

状 ミガキ の形 態には変化 はみ られ ないが、 ミガキの緻 密性が 薄れ 、その密 度が低下 しはめ

る。それ は、内面ヘ ラ ミガキに も同様にみ うけ られ る。 また、内面底部 でヘ ラ ミガキの文

様化 がみ られ は じめ る。 口径 ・器高 ・高台径が安定 し、プロ ポー シ ョンが画一化 されつつ

ある。

II-2期

瓦 器境 は5点 、全体 の3.8%を 占め る。 口径14.6～15.5cm、 器 高5.1～6.Ocm、 高 台径5。

1～6.5cmの 間 に分布 す る。平 均 口径15.2cm、 平 均 器高5.3cm、 平 均 高台径5.7cmで あ る。澱

池遺跡(1984)SE-1出 土 例(1～5)は 、 口径 ・器高 ・高台径 の各々が 高い数 値 を示

し、その プロ ポー シ ョンは資料 中で第1位 的であ る。 外面ヘ ラ ミガキは 、波 状 ミガキの形
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態が 崩れ 、芬割 ・規 則性 の意識 が薄れ てい る。同時 に、 ミガキの密 度の低下 も進行 して い

る。内面ヘ ラ ミガキは、前面密 に施 され てい るが規 則性 はみ られない。 貝:塚市 域では現 在 、

最古 の型 式 である。

II-3期

瓦 器 境 は10点 、全体の7.6%を しめ る。 口径:14.6～15.5cm、 器 高4.6～6.Ocm、 高 台径

5.1～5。5cmの 間 に分布 す る。平均 口径15。2cm、 平 均器 高5.3cm、 平 均 高台径5.2cmで あ る。

平均 値でみ るII-2期 か らII-3期 へ の縮小率 は、高 台径 で8.8%の 縮 小が みち れ るだけ

であ る。 外面ヘ ラ ミガキは 、波状 ミガキの形態が完 全に崩れ 、分割 ・規 則性 はみ られな い。

ミガ キの密 度の低下は さらに進 行 してい る。 内面ヘ ラ ミガキは 、 ミガキの密度 は低 下 して

い るが 、依 然 として 内面全体 に施 され、器面調整 として機 能 してい る。 出土例 として、王

子 遺跡(1986)SD-321(202～204)が あ る。

瓦器 小 皿 は3点 、全体 の4.9%を 占め る。 口径9.6～10.Ocm、 器 高2.1～2.5cmの 間 に

分布 する。平均 口径9.9cm、 平 均 器高2.1cmで あ る。出土例 として 、王子遺 跡(1986)S

D-321(213～-215)が あ る。

土師器大 皿は3点 、全体 の12%を 占め る。 口径15.1～16.Ocm、 器 高2.6～3.Ocmの 間 に

分布 す る。平均 口径15.5cm、 平 均器 高2.85cmで あ る。 出土例 として 、王子遺 跡(1986年)

SD-321(230～232)が あ る。

III-1期

瓦 器墟 は20点 、全体 の15.2%を 占め る。 口径13.1～16.1cm、 器 高4.6～6.1cm、 高 台径

3:1～6.Ocmの 間 に分布 し、 口径15.1～16.1cm(60%)、 器 高4.6～5.Ocm(70%)、 高 台

径4.6～5.Ocro-(70%)で 集 中す る傾 向が ある。平均 口径15.2cm、 平 均器高5.1cm、 平 均 高

台径4.8cmで あ る。平均 値でみ るII-3期 か ら田 一1期 へ の縮 小率 は、 口径の変化 はな く、

器高3.8%、 高 台径7.7%で あ り、瓦器境 の形態変化 に顕 著な動 きはみ られ ない。 外面ヘ

ラ ミガキは 、口縁部付近 で単発的 に施 され、粗略化 し尽 くした感が あ る。 また、 ミガキの

施 されない もの が出現 す る。 内面ヘ ラ ミガ キは、 ミガキの密度の低下 が進行す るが器面調

整 として機能 してい るもの と、内面底部 に ミガキの文様 を施 した もの とが ある。内面底 部

に 文様 をもつ もの は13点(65%)で 出 現時か らす でに過半数 を 占め る。文様 の種 類 と割

合 は、斜格子文7点(52.8%)、 平 行 線文4点(30.8%)、 連 結輪状文2点(15.4%)で あ

る。出土例 として、澱池遺跡(1984)SE-2(2)、 王 子遺 跡(1986)SE≒301(171)

が あ る。
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瓦器小皿 は12点 、全体の19.7%を 占め る。 口径9.1～10.5cm、 器 高1.6～2.5cmの 間 に分

布 す る。平 均 ロ径9.6cm、 平 均 器高1.6cmで あ る。出土例 として 、王 子遺跡(1986)SD

-321(216・217)
、SE-301(177)、SK-301(260)が あ る。

:ヒ師器大 皿 は2点 、全体 の8%を 占め る。 口径14.1～14。5cm、 器 高2.6～3.Ocmの 間 に

分布 す る。平均 口径14.4cm、 平 均 器高2.7cmで あ る。出土例 として 、王子 遺跡(1986)S

E-301(187・188)が あ る。

III-2期

瓦 器 境 は29点 、全体の22.1%を 占め 、量 的 ピー クに達 す る。 口径14,1--16.1cm、 器 高

4.1-5.Ocm、 高 台径3.6～6.Ocmの 間 に分布 し、 口径14.1～15.Ocm(82.7%)、 器 高4.6～

5.Ocm(82.7%)、 高 台径4.1～5.Oem(69%)で 集 中す る傾 向が ある。平均 口径14.8cm、

平 均器高4,7cm、 平 均 高台径4.6cmで あ る。平均値 にみ るIII-1期 か らIII-2期 へ の縮小

率 は 、口径6.7%、 器 高7.4%、 高 台径4.2%で あ り、比較 的停 滞的 であ った瓦器椀 の形

態変化 に動 きが み られ は じめ る時期 であ る。外面ヘ ラ ミガキの施 され る もの は存 在 しない。

内面ヘ ラ ミガキは 、内面底部 に文様化 され た ミガキ と、それ を取 り巻 くよ うに体 部に施 さ

れ る13～15条 の 圏線 ミガキ との組み合 わせ で構 成 され る。 この構 成パ ター ンは、以後 、IV

-2期 に 至 る まで続 く
。内面底部 に文 様 を もつ もの は、28点(96.6%)で 、 圧倒的存 在 を

示 す。文様 の種類 と割 合は 、斜格子文9点(32.1%)、 平 行 線文2点(7.1%)、 連 結 輪状

文16点(57.2%)、 渦 巻状文1点(3.6%)で 、 連結 輪状 文が斜格 子文 に取 って代 わる。 出

土例 として、澱 池遺 跡(1984)SE-5(4・14)が あ る。

瓦器・j・皿は15点 、全体 の24.6%を 占め る。 ロ径8.6～9.5em、 器 高1.6--2.5cmの 問 に

分布す る。平均 口径9.1cm、 平 均 器高1.8cmで あ る。 出土例 として 、王 子遺跡(1986)S

D-321(223)が あ る。

土師器 小皿 は4点 、全体 の3.9%を 占め る。 口径9.1‐<IO.Ocm、 器 高1.1～2.Ocmの 間

に分布す る。平均 口径9.4cm、 平 均器 高1.6cmで あ る。 出土例 として、澱 池遺 跡(1984)

SE-2(16)、SE-5(76・78)が あ る。

土師器 大皿 は13点 、全体 の52%を 占め 、量 的 ピー クに達す る。 口径13.1-14.Ocm、 器

高2.1～3.Ocmの 間 に分布 す る。平均 口径13.8em、 平 均 器高2.6cmで あ る。 出土例 として 、

王子遺跡(1986)SE-301(189・190)が あ る。

m-3期

瓦 器 塊 は20点 、全体の15.2%を 占め る。 口径12.6～15.5cm、 器 高4.1--4.5cm、 高 台径
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2.6～5.5cmの 間 に分布 し、口径14.1-15.5cm(95%)、 高 台径3.6～5.Ocm(85%)で 集

中す る傾 向が ある。平 均 口径13.9cm、 平 均器 高4.2cm、 平 均高 台径4.2cmで あ る。 平均

値 にみ るIII-2期 か らm-3期 へ の縮 小率は 、口径6。1%、 器 高10.6%、 高 台径8.7%

で あ る。 口径 に比 して器高の縮 小率 が優位 であ リ、器 高縮小 に伴 う法 量変化 がみ られ る。

m期 を通 して 、瓦器 境の形態変 化に急激 な変化はみ られ ないが、着実 に縮小化 をた どって

い る。 内画ヘ ラ ミガキは 、圏線 ミガキの密 度が低下 しは じめ る。内面底部の 文様 と割合 は、

斜格子文4点(22.1%)、 平 行 線文3点(16.7%)、 連 結 輪状文10点(55.6%)、 渦 巻 状 文

1点(6.6%)で あ る。III-2期 と比較 して、資料体 数 に差 が あ り 明確 ではないが、斜格

子文が減 少す るの に対 して連結輪状 文 は、以前 として過 半数 を保 って いる。出土例 と して、

王 子 遺跡(1986)SE-201(36)、SE-301(246)、SK-301(244)が あ る。

瓦器小 皿は22点 、全体 の36.1%を 占 め、量的 ピー クに達す る。 口径8.1～9.5cm、 器 高

1.1～2.Ocmの 間 に分布 す る。平均 口径8.6cm 、平 均器 高1.6cmで あ る。 出土 例 として、

王子遺跡(1986)Pit-304_(167～169)、SK-30ユ(254)が あ る。

土師器 小皿 は30点 、全体 の29.1%を 占め る。 口径8.1～9.Ocm、 器 高1.1～2.Ocmの 間

に分布す る。平均 口径8.5cm、 平 均 器高1.5cmで あ る。出土例 として王子遺跡(1986)S

E-301(180～183・185・186)が あ る。

土師器 大皿 は4点 、全体の16%を 占め る。 口径12.1～13.Ocm、 器 高2.6～3.5cmの 間

に芬布す る。平均 口径13.Ocm、 平 均器 高2.9cmで あ る。 出 土 例 と して、王子遺跡(1986)

SE-301(193)が あ る。

IV-1期

瓦 器境 は22点 、全体 の16.8%を 占め る。 口径12.1～14.Ocm、 器 高2.1～3.5cm、 高 台

径2.5～4.Ocmの 間 に分布 し、 口径12.6～13.Ocm(54.5%)、 高 台径3.1～4.Ocm(68.1%)

で 集 中す る傾 向が ある。平均 口径12.2cm、 平 均器 高3.1cm平 均 高 台径3.2cmで あ る。平均

値 にみ るm-3期 か らIv-1期 へ の縮小 率 は、 ロ径12.2%器 高26.2%、 高 台径23.9%で 、

m-3期 ま での安 定 した変化率 と比較 してm-3期 か らN-1期 へ の変化率 は極 めて急激

で ある。 口径 の変 化率 は、-D期 を通 じての変化率 の2倍 にあた り、器高 ・高台径 に関 して

は2倍 以上の数値 を とる。 瓦器 婉の形態 変化の 中で一 大画期 点 となる。 内面ヘ ラ ミガ キは 、

4～5条 の 圏線 ミガ キが施 され 、 ミガキ密度の低下 は進行 してい る。 内面底部 の文様 と割

合 は 、平 行線文1点(6.7%)、 連 結輪状 文9点(60%)渦 巻 状文5点(33.1)で あ る。斜

格 子文 が消失 し・新 たに渦巻状 文が増加 の傾向 にあ る。 出土 例 として、王子遺跡(1986)
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SE-201(43・46・47)が あ る 。

瓦 器 小 皿 は66点 、 全 体 の9.8%を 占 め る 。 口 径7.6-一 一8..Ocm、 器 高1.1～2.Ocmの 間 に

分 布 す る 。 平 均 口 径7.7cm、 平 均 器 高1.5cmで あ る 。 出 土 例 と し て 、 王 子 遺 跡(1986)S

E-201(48・49・50)が あ る 。

土 師 器 小 皿 は41点 、 全 体 の39.8%を 占 め 、 量 的 ピ ー ク に 達 す る 。 口 径7.1～8.5cm、

器 高1.0～2,0cmの 間 に 分 布 す る 。 平 均 口 径8.Ocm、 平 均 器 高1,4cmで あ る 。 出 土 例 と し

て 王 子 遺 跡(1986)SE-201(53・57・61)、

W-2期

瓦 器 境 は17点 、 全 体 の13%を 占 め る 。 ロ 径11.1--12.Ocm、 器 高2.6～3.5cm、 高 台 径2.

6～3.5cmの 間 に 分 布 し 、 口 径11.1～11.5cm(76.4%)、 器 高2.6--3.Ocm(47%)、 高 台 径

2.6～3.Ocm(90%)で 集 中 す る 傾 向 が あ る 。 平 均 口 径11.4cm、 平 均 器 高2.9cm、 平 均

高 台 径2.8cmで あ る 。 平 均 値 に み るIV-1期 か らN-2期 へ の 縮 小 率 は 、 口 径6.6%、 器

高6.5%、 高 台 径12.5%で 、 再 び 、 安 定 し た 変 化 率 に 戻 る 。 内 面 ヘ ラ ミガ キ は 、 文 様 と 、

圏 線 ミ ガ キ で 構 成 さ れ る パ タ ー ン の 最 終 段 階 で あ る 。 ま た 、 高 台 の 消 失 し た も の が 出 現 す

る 。 内 面 底 部 の 文 様 と種 類 の 割 合 は 、 平 行 線 文1点(9.1%)、 連 結 輪 状 文4点(36.4%)、

渦 巻 状 文6点(54.5%)で あ る 。 出 土 例 と し て 、 王 子 遺 跡(1986)SE-202(86)Pit

-245(112)が あ る
。

瓦 器 小 皿 は3点 、 全 体 の4.9%を 占 め る 。 口 径7.1～8.Ocm、 器 高1.0～1.5cmの 問 に 分

布 す る 。 平 均 口 径9.6cm、 平 均 器 高1.2emで あ る 。 出 土 例 と し て 、 王 子 遺 跡(1986)SE

-201(50)が あ る
。

土 師 器 小 皿 は18点 、 全 体 の17.5%を 占 め る 。 口 径6.6～8.Ocm、 器 高1.0～2.Ocmの 間

に 分 布 し 、 平 均 口 径7.1cm、 平 均 器 高1.3cmで あ る 。 出 土 例 と し て 、 王 子 遺 跡(1986)S

E-201(60・63)、SE-202(88・89・91)が あ る 。

土 師 器 大 皿 は2点 、 全 体 の8%を 占 め る 。 口 径11.6～12.Ocm、 器 高1.6～2.5cmの 間 に

分 布 す る 。 平 均 口 径11.65cm、 平 均 器 高1.9cmで あ る 。 出 土 例 と し て 、 澱 池 遺 跡(1984)

SK-10(8)が あ る 。

N-3期

瓦 器 境 は4点 、 全 体 の3.1%を 占 め る 。 口 径10.6～11.Ocm、 器 高2.6～3.Ocm、 ・高 台 径

2.6～3.5cmの 問 に 分 布 す る 。 平 均 口 径10.85cm、 平 均 器 高2,8cm、 平 均 高 台 径2.8cmで あ

る 。 平 均 値 に み ゐIV-2期 か らN-3期 へ の 縮 小 率 は 、 口 径4.8%、 器 高3.8%、 高 台
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径は変化 な しで あ り、変化率 は極 めて小 さ く、瓦 器境 の形態変 化は 、ほぽ停止状態 にな る。

内面ヘ ラ ミグ ぎ1蓬,、..底部 の文様が消失 す るものが 出現す る。 また、体部 と底部の ミガキが

… 体化 した・ような3～4重 の輪状 ミガキが施 され る。 出土例 として 、澱池遺跡(1984)S

"
E-3(2『 ズ 主子遺 跡(1986)SE-202(87)が あ る。

土師器小皿 は9点 、全体 の8.7%を 占め る。 口径6。5～7.Ocm、 器 高1.1～1.5cmの 問 に

分布 す る。平均 口径6.7cm、 平 均器高1.3cmで あ る。 出土例 として 、王子遺 跡(igss>'S

E-202(90)が あ る。

V期 。,

瓦 器境 は4点3全 体の3.1%を 占め る。 口径10.1～11.Ocm、 器 高2.6～3.5cmの 間 に分

布 し、高台 を もつ もめは存在 しな い。平均 口径10.?cm、 平 均 器高 竃合cmで あ る。 平 均 値

にみるN-・ 期から・期へ9縮 樟 は・・径1・4%・ 器高変イ聯 しで・形駮 イ匕はみ ら

れない。内面ヘラ ミガキは、 ミガキが全 く施されないものが出現す る。焼成時における炭

素吸着も不粉 である・出土例 として・黻 町1986)包 含層(1)
.が ある・

4.結 論 凾/

今回、貝塚市域出土の資料につ いて編年 を試みた結果、II〒2期 ～V期 に至る変化の流

れを設定するこ芝ができた。その中で、特に、瓦器境の変花の流れに大きな2つ の画期が

み られた6一 つは、m-1期 以降の内面底部でのヘラ ミガキの文様化であ り、1つ はぐm

-3期 とN-1期 の間でみる形態変化の大 きな間隙である
。

瓦器境の内面底部にみるヘラ ミガキの文様は、楠葉型では1期 に、また、同じ和泉型瓦

器椀が出土する大阪市長原遺跡でもすでにII-1期 にみられる。これらに対 して、貝塚市

域出土の瓦器椀 は、m-1期 で文様化がみ られ、それ以前の内面ヘラ ミガキは、器面調整

として機能しているものである。 このことは、貝塚市域出土瓦器境の1つ の特徴 とみるこ

とができる。図1は 、ヘ ラミガキ文様の変化 を示したものである。各文様の変遷および各

期での優劣関係がみ られ、変化の仕方において2つ の グループに分けられる。1つ は斜格

子文 ・平行線文組で、1つ は、連結輪状文 ・渦巻状文組である。それは、前者が突然高い

比率で出現 し、以後、急速に減少するのに対 して、後者の連結輪状文は、増加→安定→減

少,渦 巻状文は増加→(減 少)と いう過程を踏 まえて変化 をみせ る。内面底部に施されたヘ

ラミガキの文様は、個々の文様が瓦器蜿の新旧関係 を左右するのではな く、各文様は独 自

に瓦器婉の変化の流れに存在する。瓦器婉の形態変化は、その出現時より直線的に進行す

るが、ヘラ ミガキの文様は直線的な動 きの中で、各文様が時間的に重複 しながち、その存
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百分比

時期

斜 格 子 文

一 一 一 連結論状文

一 一一 平 行 線 文

一 。一一 渦 巻 状 文

III-1期III-2期III-3期W-1期IV-2期N-3期

図1ヘ ラミガキ文様の変遷

亡 をみせ曲線的な動 きをとる。すなわち、法量の矮小化 という第一前提の下で、各文様 を

もつ瓦器婉は、各々が全 く異なる系統の体制下で生産された可能性が考えられる。図2は 、

瓦器境の時期毎の量的比率 を示 したものである。HI期 該当の瓦器境は、全体の52.7%を 占

め、爆発的な増加 をみせ る。また図6は 、瓦器婉の口径 ・器高 ・高台径の度数分布を示し

たものである。量的増加の顕著なm-1期 ～-D-3期 の分布範囲は、広い範囲で重複 して

お り、m期 該当の瓦器婉の形態は画一化の傾向がみ られる。ここに、画一的大量生産、す

なわち、大量消費商品 としての瓦器境の登場が想定 される。 また、m-1期 にみる斜格子

文 ・平行線文の存在状況は、それらの文様 をもつ瓦器腕の需要がピー クもしくは、それを

越えて減少に向か う時期にあたっていれことを示す もの とし、この時期には じめて、商品

としての瓦器婉が もちこまれたと考えるのが妥当ではないか と思われる。
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図2瓦 器蜿の時期区分 図3瓦 器小皿の時期区分

図4土 師器小皿の時期区分 図5土 師器大皿の時期区分
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口II-2期 ▲II-3期 ▽III-1期 ● 皿 一2期

ムm-3期 ■VI-1期OVI-2期 ▼W-3期

図6瓦 器 蜿の 口径 ・器高 ・高台径度 数分 布
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表1瓦 器蜿 ・瓦器小皿 ・土師器小皿 ・土師器大皿 の 口径 と器 高

(上段 ・瓦器跪、中段・瓦器小皿、下段・土師器小皿、下段○印・土師器大皿)
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瓦器椀の形態変化は図6に みるよ うに、各期における分布は、広い範囲での重複を繰 り

返しながら、徐々に縮小化の傾向にある。 また、隣接する各期での変化率が、極めて小さ

い数値 をとることも知 り得た。 しかしなが ら、唯一、IH-3期 とN-1期 の問では、瓦器

境の変化の流れに大きな段差が生 じている。この移行期には、境以外の器種に も変化がみ

られる。図3・4は 、瓦器小皿 と土師器小皿の時期毎の量的比率 を示 したものである。III

期 まで85.3%と 高い比率 を示 していた瓦器小皿がIV期 以降14.7%と 減少し、代わって、III

期 まで34%と 低い比率 を示していた土師器小皿が1V期 以降66%と 増加 を示 し、両者の量的

関係が逆転する。さらに、図5は 、土師器大皿の時期毎の量的比率 を示したものである。

資料不足ではあるが、III期まで88%と 高い比率 を示し、IV期 以降は12%と 激減をみせる。

この ような様相の下で制作 されたW-1期 の瓦器.腕(平 均 口径12.2cm、 平均器高3.1cm)は

III期の瓦器r(平 均口径14.7cm、 平均器高4.7cm)と 瓦器小皿(平 均 口径9.Ocm、 平均器高

1.7cm)の ほぼ中間形態を示 している。

土師器大皿は、資料体数の不足から、特にN期 以降の様相については明瞭ではなレ㍉。土

師器大皿は、器高に顕著な変化 をみせず、口径および量的増減関係において瓦器椀の変化

にほぼ同調する。そこで、瓦器境の変化率を土師器大皿にあてはめ、資料を欠 くIV-1期

の土師器大皿を想定 してみると、その平均口径は12.Oem、 平均器高は2.6cmと な り、III-

3期 まで器高で大きな隔たりが生 じていた両者が、N-1期 でほぼ同形態に至 ると考えら

れる。

このように、N期 には、従来の瓦器境と瓦器小皿の形態を同一視 させた 厂瓦器椀」の登

場が考えら乳る。さらに、この 「瓦器境」は土師器大皿を継承するものであったと推測さ

れる。ここに、従来、その形態 ・機能において分化が行われていた伝統的な個々の供膳形

態 を全 く無視 した 「万能雑器」 としての瓦器境 を想定したい。それはIV期 以降の供膳形態

において、瓦器f・ 土師器小皿 とい う極めて単純な器種構成に象徴されるかのよラである。

そして、このような様相は、当時の窯業生産 システムに何 らかの変容 を認め ざるを得な

いものである。

今後、良好な条件化での資料の蓄積 をまち、貝塚市域の瓦器境 の編年確立をはかる とと

もに、実証主義的な議論がより必要 とされるであろう。
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